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令和３年度西都市地域資源活用イベント業務委託に係る公募型プロポーザル実施要領 

 

１．目的 

新型コロナウイルスの感染拡大防止と社会経済活動の両立に取り組むとともに、コロナ禍で疲

弊したまちの賑わいを創出することを目的として、本市で生産される農畜産物や地場産品などの

地域資源を総合的に活用したイベントを中心市街地で開催する。 

 

２．業務概要 

（１）業務名 

令和３年度西都市地域資源活用イベント業務委託 

（２）業務内容 

別紙、令和３年度西都市地域資源活用イベント業務委託仕様書のとおり 

（３）委託期間 

  契約締結の日から令和４年１月３１日（月）まで 

  ※イベント開催予定日時 令和３年１２月中旬（１日） 午後を想定 

（４）委託見積限度額 

２，１７８，０００円（消費税及び地方消費税を含む。） 

（５）留意事項 

  新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、業務の一部について休止又は中止等を命じる場合が

ある。その場合は、該当する経費について減額する可能性がある。 

 

３．契約候補者の選定方法 

  本業務は、中心市街地であるあいそめ広場や小野崎通りをメイン会場とし、本市で生産される農

畜産物や地場産品等の販売による地域資源の PR及び賑わいの創出、その他の提案事業を含めたイ

ベントを実施するものである。イベント開催において、専門的な知識や経験を有し、かつ関係団

体等との連携や本市をとりまく情勢を十分に理解した上で、優れた提案を行う事業者を選定する

ことを理由として、公募型プロポーザル方式（以下「プロポーザル」という。）（プレゼンテーシ

ョン審査）により契約候補者を選定する。 

 

４．参加資格 

この手続きに参加できる者は、以下の要件を全て満たす西都市内に主たる事業所を有する法人

企業、NPO 法人、その他の法人であって、本事業を的確に遂行するに足る能力を有する者（宗教、

政治活動を主たる目的とするものを除く）とする。 

（１）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項に掲げる者に該当しないこ

と。 

（２）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続開始の申立て又は民事再生法（平成

１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の申立てをしていないこと。 

（３）破産法（平成１６年法律第７５号）に基づく破産手続開始の申立てをしていないこと。 

（４）国税及び地方税を滞納していないこと。 
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（５）法人の役員等(役員又は支店若しくは営業所(常時契約を締結する事務所をいう。)の代表者)が、

西都市暴力団排除条例(平成２３年西都市条例第１８号)第２条第３号に規定する暴力団関係者でな

いこと。 

 

５．スケジュール 

公募開始 令和３年１０月１日（金） 

質問受付締切 令和３年１０月８日（金）午後５時 

質問に対する回答 令和３年１０月１３日（水）までに随時 

参加申込書及び企画提案書等の提出締切 令和３年１０月１９日（火） 

参加資格要件確認結果通知 令和３年１０月２１日（木） 

審査（プレゼンテーション、質疑応答）予定 令和３年１０月２７日（水） 

審査結果通知予定 令和３年１０月２９日（金） 

契約内容の調整及び締結予定 令和３年１１月上旬～中旬 

 

６．参加申し込みについて 

（１）参加申込書等の提出 

①提出書類 

ア．参加申込書（様式１） 

イ．法人概要書（様式２） 

ウ．営業所一覧表（様式３） 

エ．役員等一覧表（様式４） 

オ．財務諸表 

カ．商業登記簿謄本 ※写し可 

キ．西都市税（完納）証明書（全項目に未納がないことの証明）※原本 

ク．宮崎県税納税（完納）証明書（全項目に未納がないことの証明）※写し可 

ケ．法人税、消費税及び地方消費税納税証明書（納税証明書その３の３）※写し可 

カ～ケについては申請日３カ月以内に発行したものを有効とする。 

②提出部数 

   各書類１部を提出すること。 

③提出期限 

令和３年１０月１９日（火） ※持参する場合は、午後５時１５分まで 

④提出先 

西都市商工観光課（西都市役所２階） 

⑤提出方法 

提出資料は紙媒体とし、持参又は郵送により提出すること。持参の場合は、閉庁日を除く日の午

前８時３０分から午後５時１５分まで受け付ける。郵送の場合は、簡易書留郵便など、配達完了の

確認ができる方法とし、提出期限までに必着のこと。 

（２）参加資格要件確認結果通知について 

 令和３年１０月２１日（木）に電子メールにより参加申込者全員に対して通知する。 
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７．質問及び回答 

本プロポーザルに関する質問及び回答は以下のとおりとする。なお、口頭又は電話による質問につ

いては対応しない。 

（１）質問 

  ①質問方法 

 質問書（様式５）を電子メールにより、「１４．書類の提出及び問い合わせ先」に送付すること。

なお、必ず受信確認の連絡を行うこと。 

  ②質問受付期限 

 令和３年１０月８日（金）午後５時まで 

（２）回答 

①回答方法 

本市のホームページ（http://www.city.saito.lg.jp）に掲載し、個別に回答しない。 

  ②回答 

  令和３年１０月１３日（水）までに随時 

 

８．企画提案書等の提出 

（１）提出書類 

①企画提案書（任意様式） 

 ア．実施方針 

  本業務に対する取り組み方針や考え方を記載すること。 

イ．提案内容 

仕様書に記載する業務内容及び独自に提案する内容について、具体的に記載すること。特に独

自に提案する内容については、効果等について詳細に記載すること。また、提案理由、特長、技

術等の具体的な説明を必要とする場合は、別紙として書類を添付すること。ただし、「別紙」には

番号等を付することにより、企画提案書本体との紐付けを行うこと。 

②業務実績書（様式６） 

 本業務と類似業務の受注実績がある場合は記載すること。 

③業務実施体制調書（任意様式） 

予定する体制、人員、役割分担及び各分担間の連携について具体的に記載すること。 

また、予定する責任者（総括責任者を含む。）及び担当者を明確に記載することとし、それぞれの

者の実施業務について記載すること。 

④見積書（任意様式） 

ア．見積書は、必要事項を記載し、契約権限のある者が記名・押印の上、必ず封書（すべての継

ぎ目を見積書に使用した印で封印すること）で提出すること。封筒の表には、件名及び宛名（西

都市長あて）とともに、商号又は名称、所在地を記載すること。 

イ．見積書は内訳が分かるよう記載すること。内訳については、仕様書に記載する経費について、

総事業費の積算内訳を可能な限り詳細に記載すること。 

ウ．見積書の総事業費は、消費税及び地方消費税１０％を含む額で記載すること。 
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（２）提出部数 

   上記（１）提出書類の①～③については、正本を１部、副本を４部提出すること。また、④の見

積書については、１通提出すること。 

（３）提出期限 

令和３年１０月１９日（火） ※持参する場合は、午後５時まで 

なお、参加申し込み後に辞退する場合は、辞退届（様式７）を速やかに提出すること。 

（４）提出先 

西都市商工観光課（西都市役所２階） 

（５）提出方法 

提出資料は、紙媒体とし、持参又は郵送により提出すること。持参の場合は、閉庁日を除く日の

午前８時３０分から午後５時１５分まで（ただし、１０月１９日（火）は午後５時まで）受け付け

る。郵送の場合は、簡易書留郵便など、配達完了の確認ができる方法とし、提出期限までに必着の

こと。 

（６）提出書類作成の留意事項 

提出書類の規格は、Ａ４判、用紙縦使い、横書き、片面印刷、文字サイズ１１ポイント以上（表、

フロー図等のフォントサイズは自由）とし、各ページ下部にページ番号を表示すること。 

 

９．審査 

令和３年度西都市地域資源活用イベント業務委託に係る公募型プロポーザル審査委員会（以下「審

査委員会」という。）を設置し、審査を行う。 

（１）審査 

提出書類の内容についてのプレゼンテーション及びヒアリングを行い、その内容を審査する。各

審査委員が、別に定める「西都市地域資源活用イベント業務委託審査基準（以下、「審査基準」とい

う。）」に基づき、採点を行う。各審査委員の評価点の合計点数が大きい順に順位付けを行う。その

結果、第１位となった者を委託契約の優先交渉権者である契約候補者とし、次順位以降となった者

から順に、次順位以降の交渉権者とする。なお、合計点が同点の場合は、審査委員ごとの順位を比

較し、１位を獲得した数が多い者を上位とする。これでも同点の場合は２位を獲得した数により比

較する。以下、下位まで同様に比較することにより、順位を決定する。 

ただし、審査委員全員の合計点数が満点に対して６０％に満たない場合は、契約候補者としては

選定しないものとする。 

①実施予定日 

令和３年１０月２７日（水） 

②実施場所     

西都市役所内会議室 

③実施方法   

ア．プレゼンテーションの参加人数は１者につき５人以内とし、実際に業務を受注した際の実務

担当者が主にプレゼンテーションを行うこと。 

イ．審査の順番は原則として提案書の受付順とする。 

ウ．実施時間は１者につき３０分以内（原則としてプレゼンテーション２０分以内、質疑応答 
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１０分以内）とする。 

エ．プレゼンテーションは提出した提案書をもとに行うこととし、追加提案や追加資料の配布は

認めない。パソコン及びプロジェクターによるプレゼンテーションは許可するが、パソコンは

参加者が持参すること。プロジェクター、コード類、スクリーンについては市が用意する。 

オ．審査は個別に行い、非公開とする。 

 

１０．審査結果の通知 

参加申込者全員に対して通知するとともに、市ホームページに公表する。なお、審査結果につい

ての異議申し立ては受け付けない。 

 

１１．契約 

（１）本プロポーザル結果に基づく随意契約とし、契約手続きは西都市財務規則（昭和３９年西都市規

則第７号）によるものとする。 

（２）審査により選定した契約候補者と委託契約締結に向けた交渉を行うが、協議が不調となった場合

は、次順の交渉権者と委託契約締結に向けた交渉を行うものとする。 

（３）委託業務については、契約候補者と協議の上、内容を一部変更する場合がある。 

 

１２．失格 

参加申込者が次のいずれかに該当する場合は失格とする。 

（１）上記４に掲げる要件を満たさなくなった場合 

（２）見積書の金額が契約限度額を超過している場合 

（３）提出書類に虚偽又は不正の記載があった場合 

（４）その他、公正を欠いた行為があったとして審査委員会が認定した場合 

 

１３．留意事項 

（１）本業務の遂行に当たって知り得た事項を第三者に漏らしてはならない。業務完了後も同様とする。 

（２）本プロポーザルの参加に要する費用及び契約締結に要する費用は、参加申込者の負担とする。 

（３）受注者の責に帰すべき理由により、本市及び第三者に損害を与えた場合には、受注者がその損害

を賠償すること。 

（４）受注者は本業務を第三者に委託し、又は請け負わせることはできない。 

（５）提出書類は返却しない。 

（６）本業務は、成果品を納品し、本市の検査合格後完了とする。ただし、業務完了後においても、受

注者の責任による業務上の瑕疵が発見された場合は、発注者の指示に従い、受注者の負担において

速やかに修正を行うものとし、これに対する経費は全て受注者の負担とする。 

（７）本プロポーザル又は本業務に関する情報公開請求があった場合は、西都市情報公開条例（平成１

１年西都市条例１号）の規定により提出書類の公開をすることがある。 
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１４．書類の提出及び問い合わせ先 

【所 在 地】 〒８８１－８５０１ 宮崎県西都市聖陵町２丁目１番地 

【担 当 部 署】 西都市商工観光課 

【担 当 者】 金指（かねざし） 

【電 話 番 号】 ０９８３－４３－３２２２ 

【Ｆ Ａ Ｘ】 ０９８３－４３－２０６７ 

【電子メール】 shoko@city.saito.lg.jp 


